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1.ビ ニルチューブを利用 した加温法
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緒 言

指宿植物試験場 では1918年(大 正7年)よ り温泉熱 を利用 した作 物栽培 ・研 究 を行 ってい る。 と くに小

ナスは大正末期 か ら指宿の特産野菜 として普及 に努力 して きた。 指宿 植物 試験 場 で はナスハ ウス の加 温 を

パ イピイ ング法 と温泉-水 熱交換 によ り造成 された温水 一空気熱交換 に より温風 を圧 送す る方法 と組 み合 わ

せて行っている。 しか し温泉-水 熱交換法で利用 された温泉排湯の温 度 は49℃ と高 く,再 利用 の可 能性 を

検討 して きた。又,ナ ス は同 じナス科 の トマ トが暑 さに弱 いの に対 し,ナ スは耐暑 性が 強 く生 育の 問題 と

なるのはほ とん どの場合,低 温である1)。小 ナスの栽培で は土壌温度 も生育や収量 にかな り影響 を及 ぼ して

いると考え られる。 そこで本実験 では温泉排湯 を利 用 した土壌加 温が小 ナスの収量 に及 ぼす効 果 につ いて

検討 した。

材料 と方法

品種 は本場で育成 した御幸千成 を供 した。実験 はナスハ ウス内で,1994年2月1日 か ら1994年3月31日

に行 った。試験 区は慣行区2床 と泉熱利用土壌加温 区2床(以 後,加 温 区)と した。各 区 の栽培 床 は幅80

cm,長 さ18mの 金網隔離ベ ッ ドで高 さ20cmの コンク リー トブロックの上 にベ ッ ドを置 き,栽 培用 土 は深 さ

15cmと した。株間30cm,条 間40cmの2条 植 えとし,各 床 とも81本 を植 えた 。加 温 区は小 ナス栽培床 上厚 さ

0.1mmに 直径30cmの 送風用 ビニルチ ューブ を置 き,チ ュー一ブの中に熱交換器で利用 された後 の温泉排 湯 を流

し土壌加温の熱源 とした。

調査 は土壌 の深 さ10cmの 温度,果 実収穫i数について行 った。果 実収穫 数 は各 区2床 か ら,各 床 の生育 の

揃 った10株,計20株 つつについて調査 した。

肥料 は次の表1の ように施肥 した。

表1肥 料施用量(1株 当たり)

肥料名 全 量 基 肥 追肥11月 1月 3月

菜 種 油 粕 800g 200g 200g 200g 200g

骨 粉 200 50 50 50 50

熔 燐 33 11 11 11

塩化加里 71 41 10 10 10

苦土石灰 200 50 50 50 50

結果 と考察

1.土 壌温度

土壌温度は加 温区が慣行 区を2月 では平均7.1℃,3月 では平均7℃ 上回る結果 となった(第1図,第2

図)。

2.果 実収穫 数

果実収穫個数 は実験開始時後10日 間位 ほとん ど差 はみ られず,経 日につれて加温区が 慣行 区よ り多 くなっ

た。実験 開始19日 後(1994年2月20日)に は加温 区が 慣行区 を積算数 で20個 上 回 り,こ の ころか ら土壌 加

温 による生育及び果実生産数増加へ の効果がみ られた。実験 開始36日 後(1994年3月20日)に は その差 は

104個 とな り,調 査終了時 には慣行 区167個,加 温 区339個 とな り,加 温 区の慣行 区に対す る収穫 数 の増加 率

は197%に なった(第3図)。 又,収 穫 個数に差が 目立つ ようなった実験 開始26日 後 か ら実験 終 了時 までの

収穫 個数の増加率 は慣行 区167%,加 温区 は235%で あった。

以上の ことか ら小ナスの温泉排湯 を利用 した土壌加温栽培 は増収 にお いてか な りの効 果が得 られた。 問

題点 と してナス栽培床上 にビニルチ ューブを置 くと灌水や施肥法の改 善 を要 す る ことが 判明 した。 今後 こ

れ ら排温泉水の有効利用法 の開発 を検討 してい きたい。
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